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天体分布のパワースペクトルの四重極成分は赤方偏移歪みによって生じる非等方成分の主要な成分である。こ
れは、スペクトルの単極成分で利用できる情報と独立した情報をもたらし、将来のサーベイにおいては、バイア
スパラメータとダークエネルギーパラメータの間の縮退を解くために有用であることが示されている。このよう
にパワースペクトルの四重極成分の正確な測定は赤方偏移歪みを量的に特徴づけるために重要になりうる。

天体分布のパワースペクトルの四重極成分の測定は、ハミルトン (1996,1997) に代表されるように二体相関関
数を初めに測定しその後フーリエ変換によって得られる方法がよく知られている。今回我々の解析では二体相関
関数の測定を経由せず、パワースペクトルの単極成分を求める方法と平行して測定できる方法を開発した。この
方法に基づいて 2dF QSO サーベイの空間分布のカタログを用いてパワースペクトルの四重極成分の測定を行っ
た。この解析では、QSOの空間密度が小さいため誤差が大きくなるものの、これまでの結果と矛盾しない四重極
成分が得られた。また、この四重極成分から得られる最適なバイアスパラメータの値は 2dF QSOグループによ
る結果と大きく外れることがないという結果が得られた。


